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事例18

朝倉市は福岡県のほぼ中央に位置し人口約6万人で、面積は県内で３番目の広さ
（246.73㎢）で南部には九州一の大河「筑後川」が流れ、北東部には山々が連なる山
紫水明の豊かなまち。

秋月小学校は、市の北部に位置し、昭和48年、4校が統合され現在に至る。児童数
196名、学級数7学級、教職員数19名。「仲良く、正しく、やりぬく」を基本に育成
に努めている。

会員数133名。学年、地方、健全、広報、環境で委員会を組織し、「自分の地域を愛
し、 誇ることのできる子どもを、のびのびと育てるＰＴＡづくり」に取り組んでい
る。

郷土の財産、
子どもたちの育みは「地域」とともに

―地域組織と連携したＰＴＡ活動―

福岡県朝倉市立　秋月小学校PTA
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１

は
じ
め
に

　

秋
月
小
学
校
は
、
悠
久
の
歴
史
と
山
紫
水
明
の
豊
か
な
大
自
然
に

囲
ま
れ
た
や
す
ら
ぎ
と
ゆ
と
り
の
環
境
に
あ
り
、
温
か
い
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
る
。

私
た
ち
秋
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
の
よ
さ
を
知
り
、
郷

土
を
愛
し
、
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
と
願
い
、
地
域
組
織
と
連
携
し

な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

２

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
標

　

秋
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
テ
ー
マ
は
、「
自
分
の
地
域
を
愛
し
、
誇
る
こ
と

の
で
き
る
子
ど
も
を
、
の
び
の
び
と
育
て
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
づ
く
り
」
で
あ

る
。

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
き
っ
か
け
は
『
気
づ
き
』
か
ら　

︱
大

人
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
子
ど
も
は
変
わ
ら
な
い
！　

ま
ず
、
自
分
か

ら
変
身
！
」
で
あ
る
。
気
づ
き
、
そ
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、
私
た
ち
自

身
も
学
び
合
い
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
自
分
の
変
容

を
喜
び
と
感
じ
ら
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

３

実
践
内
容

（
１
）
地
域
教
育
力

　
　
　

︱
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た
取
組
︱



プロフィール

子どもの基本的な生活リズムを育む
ＰＴＡ活動

―早寝・早起き・朝ご飯・挨拶運動の取組―

筑後平野のほぼ中央に位置し、町の総面積の14％をクリーク（掘割）が占める人口1
万5千人の町で、環境に優しい ｢循環のまちつくり宣言｣ を掲げ、いちご・えのき・
しめじなどの生産が盛ん。

本校は、昭和7年2校合併により設立。児童数411名、学級数15学級、教職員21名。
｢対話的コミュニケーションのできる子ども｣ 育成に努力している。

会員数296名。地域基幹産業の農業を生かして、家庭と学校と地域が連携した収穫祭
（作物を育てて食する）・｢できる時に、できること｣ をモットーに全会員による保護
者ボランティア活動を推進している。

地　域

学　校

ＰTＡ

福岡県三潴郡大木町立　大溝小学校PTA19事例
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１

は
じ
め
に

　

今
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
方
は
、
不
規
則
な
上
、
夜
更
か
し
型
が
定

着
し
、
大
人
の
暮
ら
し
方
が
子
ど
も
た
ち
に
影
響
し
て
い
る
と
い
え

る
。
本
校
で
も
、
平
成
十
七
年
度
の
調
査
で
、
二
年
生
六
十
九
人
中

七
人
、
五
･
六
年
生
の
半
数
が
、
二
十
三
時
以
降
に
就
寝
し
て
い
る

実
態
だ
っ
た
。
こ
の
実
態
か
ら
、
多
数
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
一

定
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
、
結

果
と
し
て
、
本
校
の
子
ど
も
た
ち
も
学
習
意
欲
・
体
力
・
忍
耐
力
な

ど
が
低
下
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
乱
れ

た
生
活
を
改
善
し
て
い
く
一
つ
の
解
決
策
と
し
て
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
「
新
家
庭
教
育
宣
言
」
の
取
組
に
参
加
し
、

今
年
で
三
年
を
終
え
る
。

２

活
動
の
ね
ら
い
（
二
十
年
度
）

 

（
１
） 

習
慣
化
し
た
い
項
目
（
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
・
挨
拶
・

ノ
ー
テ
レ
ビ
タ
イ
ム
）
の
数
値
目
標
を
保
護
者
と
子
ど
も
の

対
話
に
よ
り
設
定
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
取
り
組
む
必
要
性

の
意
識
化
と
家
庭
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。

 

（
２
） 
保
護
者
と
子
ど
も
が
共
に
、
定
期
的
に
繰
り
返
し
実
践
す
る

こ
と
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
自
発
的
な
行
動
を
促
す
。

　
　
　
（
保
護
者
自
ら
の
模
範
的
行
動
の
実
践
）
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３

活
動
の
内
容

《
平
成
十
八
年
度
》

（
１
）�

事
前
事
後
二
回
の
家
庭
教
育
講
演
会
実
施
（
六
月
・
十
月
）

 

【
講
師
：
T
大
学
教
授　

Ｓ
先
生
（
参
加
率
約
五
十
％
）】

　

一
回
目
は
取
組
の
趣
旨
を
理
解
し
実
践
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

二
回
目
は
、
実
施
後
の
振
り
返
り
を
通
し
て
、
取
り
組
む
意
義
を
再

確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
を

踏
ま
え
て
の
講
演
だ
っ
た
の
で
、
実
践
へ
の
意
欲
化
の
醸
成
と
継
続

の
必
要
性
の
共
通
理
解
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）�

二
段
階
の
「
ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド
」（
実
践
カ
ー
ド
）

　

夏
休
み
を
前
期
と
後
期
に
分
け
、
カ
ー
ド
を
二
回
配
布
し
た
。
前

期
ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド
実
践
の
途
中
に
、
各
地
域
毎
で
懇
談
会
を
行

い
、
各
家
庭
の
実
施
状
況
を
報
告
し
合
う
場
を
設
け
た
。
他
の
家
庭

の
成
功
例
や
失
敗
例
、
悩
み
等
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
て
、
実
践
の

意
欲
に
つ
な
が
っ
た
。

（
３
）�

達
成
家
族
へ
の
ひ
ま
わ
り

賞
の
授
与

　

夏
休
み
と
い
う
随
時
の
声
か
け

が
で
き
な
い
状
況
で
、
カ
ー
ド
提

出
率
が
、
前
期
八
十
八
％
・
後
期

九
十
％
だ
っ
た
。
親
子
と
も
目
標

達
成
率
九
十
％
以
上
の
家
庭
に
ひ

ま
わ
り
賞
を
授
与
し
た
。（
受
賞

率
二
十
五
％
）

19事例

家庭教育講演会

■�共通実践項目 ｢おはようございます｣（オアシス運動）と家庭
で話し合って決める自由項目の２つを目標に実施した。

■�目標を達成できた日は色鉛筆で塗りつぶす形で、日々の成果
を可視化できるようにした。（外側－親・内側－子）

ひまわり賞授与式

ひまわり賞
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（
４
）
成
果
と
課
題

　

○ 
親
子
の
交
流
が
増
え
た
り
、
生
活
リ
ズ
ム
の
大
切
さ
を
実
感
さ

れ
た
家
庭
が
多
か
っ
た
。
親
が
さ
ぼ
り
が
ち
と
い
う
反
省
の
弁

も
あ
っ
た
。

　

○ 

様
々
な
目
標
を
掲
げ
実
施
さ
れ
た
が
、
多
岐
に
渡
り
す
ぎ
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
し
て
共
通
の
努
力
目
標
を
限
定
す
る
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た
。

　

○ 

約
八
十
％
の
保
護
者
が
取
組
の
継
続
の
必
要
性
を
感
じ
ら
れ
た
。

《
平
成
十
九
年
度
》

（
１
）
年
六
回｢

早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
挨
拶
運
動｣

実
施

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
、
新
家
庭
教
育
宣
言
の
取
組
の
継
続
を
提
案
。 

習
慣
化
を
め
ざ
し
、
目
標
を
四
項
目
に
絞
り
込
ん
だ
上
で
年
六
回
。

 

（
毎
回
一
～
二
週
間
）
の
実
施
。

（
２
）
成
果
と
課
題

　

継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
か
ら
、
六
回
実
施
し
た
が
、
カ
ー
ド
の

集
約
・
分
析
が
実
行
委
員
で
行
っ
た
の
で
、
非
常
に
大
変
だ
っ
た
。

実
施
の
目
標
を
再
確
認
し
て
、
継
続
で
き
る
実
施
方
法
を
検
討
し

た
。

《
平
成
二
十
年
度
》

（
１
）
年
三
回
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
挨
拶
運
動
」
実
施

 

（
ノ
ー
テ
レ
ビ
タ
イ
ム
含
む
）

（
２
）
夏
休
み
期
間
中
の
実
践
の
強
化

「
ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド
」

 

（
九
十
％
以
上
の
実
施
率
達
成
）

４

活
動
上
の
工
夫

（
１
）
目
標
設
定
の
工
夫

　

○ 

十
八
・
十
九
年
度
の
反
省
を
受
け
、
目
標
を
五
項
目
に
し
、
実

施
回
数
も
六
回
か
ら
三
回
に
減
ら
し
、
生
活
リ
ズ
ム
の
習
慣
化

へ
の
保
護
者
や
子
ど
も
の
意
識
を
持
た
せ
た
。

　

○ 

具
体
的
な
数
値
目
標
（
早
寝
＝
子
ど
も
十
時
・
大
人
十
一
時

等
）
を
話
し
合
い
で
設
定
す
る
こ
と
で
、
達
成
の
意
欲
を
高
め

た
。

　

○ 

就
寝
時
間
が
な
か
な
か
守
れ
な
い
こ
と
こ
と
か
ら
、
期
間
中
に

一
日
だ
け
の
ノ
ー
テ
レ
ビ
タ
イ
ム
を
親
子
で
設
定
す
る
目
標
を

設
定
し
た
。

（
２
）
実
施
啓
発
の
工
夫

　

○
学
校
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
の
実
施
の
呼
び
か
け　

　

○
カ
ー
ド
記
入
の
簡
素
化

　

○
実
施
状
況
の
文
書
配
布

　

○ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
（
地
域
懇
談
会
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
で
の
実
施
状
況

の
意
見
交
換
会
の
実
施

（
３
）
取
り
組
み
を
広
げ
る
工
夫

　

○ 

幼
稚
園
保
育
園
へ
の
実
施
の
呼
び
か
け
と
地
域
懇
談
会
へ
の
参

加
要
請

　

○ 
町
内
の
他
校
へ
の
取
り
組
み
の
呼
び
か
け
（
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連

携
）

　

○ 

地
域
の
方
々
へ
の
実
施
の
報
告
と
協
力
の
呼
び
か
け
（
挨
拶
奨

励
）
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５

活
動
の
成
果

　

○ 

学
校
の
児
童
実
態
結
果
や
日
頃
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
か
ら
、

三
年
間
継
続
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
朝
か
ら
い
ら
い
ら
し

て
い
る
子
や
保
健
室
に
行
き
た
が
る
子
が
少
な
く
な
り
、
学
校

や
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
が
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
で
、
学
習
に
集
中
し
て
取
り
組
め
る
子
が
多
く
な
り
、

学
力
も
向
上
し
て
き
た
と
い
う
結
果
が
学
校
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
。

　

○ 

各
家
庭
の
取
組
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
て
き
た
子
が
多
く
な
っ
た
が
、
全
保
護
者
の
意

識
が
変
容
し
た
と
は
言
え
な
い
。
今
後
も
家
庭
と
学
校
と
地
域

が
連
携
し
た
継
続
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動　

の
取
組
の
必
要
性
を
再

認
識
し
た
。

　

○ 

新
家
庭
教
育
宣
言
の
取
組
を
就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者
や
地

域
や
町
内
に
広
め
た
こ
と
で
、
町
全
体
の
教
育
環
境
を
よ
く
す

る
と
い
う
意
識
が
全
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
に
培
わ
れ
て
き
た
。

６

終
わ
り
に

　

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
元
気
度
が
低
下
し
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ

る
。
家
庭
内
の
関
わ
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
今
の
流
れ
が
続
く
限

り
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
家
庭
で
の
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
す

る
」
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
と
共
に
、
長

い
人
生
の
中
で
、「
子
育
て
を
楽
し
め
る
時
間
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
し

か
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
保
護
者
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と

が
、
今
の
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
求
め
ら
れ
て
る
役
割
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。展

望

　

現
代
社
会
は
、
生
活
が
不
規
則
な
家
庭
が
増
加
し
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
の
就
寝
時
間
が
二
十
三
時
以
降
で
あ
り
、
睡
眠
時

間
が
五
時
間
以
下
と
い
う
結
果
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
事
例
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
て
、

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
・
挨
拶
運
動
」
を
実
施
す
る
た
め

に
、
講
師
を
招
聘
し
、
そ
の
意
義
等
を
ま
ず
理
解
し
、
そ
の

後
、
夏
休
み
等
を
通
じ
て
目
標
設
定
を
し
、
実
践
し
た
。
そ
の

結
果
、
約
八
十
％
の
家
庭
で
継
続
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が

あ
る
よ
う
に
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
の
と
れ
た
適
切
な
取

組
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
か
ら
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
今
日
的
課

題
に
と
っ
て
参
考
と
な
る
事
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
目
標
を
少

し
絞
り
、
習
慣
化
さ
せ
て
い
き
な
が
ら
実
践
し
て
欲
し
い
も
の

で
あ
る

19事例




